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社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
国
民
会
議
の
議
論
が
ま

と
め
ら
れ
政
府
に
提
案
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
安
倍
総

理
大
臣
は
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
公
表
さ
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
れ
ば
今
後
３
～
４
年
で
社
会
保
障
に
関
す
る

広
範
な
改
革
が
進
も
う
と
し
て
い
る
。
本
人
負
担
や
公
的

支
援
の
見
直
し
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
持
続
可
能
な
制

度
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
も
あ
る
。
持
続
可
能
な
制

度
に
な
ら
な
け
れ
ば
国
民
の
将
来
的
な
安
心
も
確
立
で
き

な
い
か
ら
で
あ
り
、財
源
議
論
は
今
後
と
も
重
要
と
な
る
。

　

あ
わ
せ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り
に
、
的
確
で
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
新
た
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と

な
る
予
定
だ
。
欧
米
諸
国
で
は
す
で
に
医
療
や
福
祉
、
税

の
確
定
申
告
等
広
く
活
用
さ
れ
利
便
性
を
高
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
地
方
分
権
改
革
・
道
州
制
な
ど
、
従
来
の
行
政

に
な
い
改
革
も
推
進
さ
れ
る
見
通
し
も
あ
る
。
教
育
改
革

の
推
進
、
経
済
成
長
戦
略
の
充
実
な
ど
も
あ
る
。
全
体
と

し
て
は
国
家
の
繁
栄
戦
略
の
構
築
と
実
践
で
あ
り
、
ま
さ

に
前
例
の
な
い
改
革
・
変
革
の
時
代
到
来
と
い
え
よ
う
。

　

い
わ
ば
海
図
の
な
い
大
海
原
に
船
を
こ
ぎ
出
す
よ
う
な

状
況
と
も
い
え
る
。
こ
の
難
所
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
豊

か
な
未
来
を
構
築
す
る
か
。
国
で
も
地
方
で
も
縦
割
り
行

政
や
因
襲
を
打
破
し
、
未
来
創
造
努
力
が
欠
か
せ
な
い
。

官
民
が
真
に
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

未
来
は
今
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
今
日
の
誠
実
な
努
力

は
明
日
を
創
る
基
礎
で
あ
る
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
未

来
を
担
う
存
在
だ
と
自
覚
し
、未
来
を
拓
き
た
い
も
の
だ
。

未
来
を
拓
く
改
革
の
ス
テ
ー
ジ

市
長
　
横
尾
俊
彦
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Ｆ
Ｍ
佐
賀
の
ス
タ
ジ
オ
か
ら
毎
週
月
曜
日
お
昼
12
時
か
ら
55
分

間
の
生
放
送
で
お
届
け
し
て
い
る
多
久
の
情
報
発
信
番
組
『
Ｈ
ｅ

ｌ
ｌ
ｏ
！
多
久
』
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
８
月
よ
り
新
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
多
久
（
愛
称
：
ハ
ロ
タ
ク
）
は
多
久
市
の
観
光

広
報
ラ
ジ
オ
放
送
事
業
で
制
作
し
て
い
る
も
の
で
す
。
市
内
の
学

校
や
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
の
声
、
お
で
か
け
情
報
や
旬
の
食
べ

物
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
発
信
し
ま
す
。

　

情
報
収
集
や
レ
ポ
ー
ト
で
市
内
を
飛
び
回
り
、
多
久
の
魅
力
を

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
！！

『
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
多
久
』を
聴
こ
う
！

新
メ
ン
バ
ー
で
多
久
の「
旬
」な
魅
力
を
発
信

▲ �ディレクター兼ミ
キサーの小

こ

寺
でら

正
せい

剛
ごう

さん（写真中央）、
パーソナリティーの
脇
わき

田
た

達
たつ

司
じ

さん（写真
右）、大

おお

川
かわ

内
ち

麻
ま

衣
い

子
こ

さん（写真左）

　東日本大震災復興支援として、宮城県南三陸町へ現在派遣
している白武和磨主査からのお便り第 ３ 号です。

南三陸通信 Vol. ３

　 7 月25日に南三陸町志津川地区復興まちづくり事業着工式
が行われました。 
　来賓には、復興副大臣（宮城復興局担当）、国土交通省東
北地方整備局長、地元選出の衆議員、参議員、宮城県知事、
宮城県議会議長、町長、町議会議長他地元関係者総勢約９０人

（代理を含む）が参加。着工式では、鍬入れののち、町長の「着
工開始！」の号令のもと、切土掘削が開始されました。 
　また、志津川市街地復興まちづくり住民説明会を 7 月末～
８ 月初めにかけて実施しました。 
　南三陸町では「なりわいの場所は様々であっても、住まい
は高台に」をコンセプトに復興に向けた事業として、高台移
転事業（東・中央・西地区）で防災集団移転促進事業、災害
公営住宅事業、公共公益施設の整備を行っています。説明会
では、町長、復興市街地整備課だけでなく、町復興事業を統
括する企画課、集団移転などを担当する復興事業推進課、仙
台河川国道事務所、気仙沼土木事務所（道路、河川）、気仙
沼地方振興事務所（港湾）も参加し、延べ約３5０人に説明を
行いました。 
　復興の槌

つち

音
おと

が、だんだん近づいているという実感がわいて
きています。 

多久に住んでいるあなたも知らない多久の魅力を
掘り起こします。みなさんからのメッセージや、
リクエスト、情報をお待ちしています。

番組へのメッセージはこちらから
　糸taku@fmsaga.co.jp／姉25−1４６2


